
JP 2016-160634 A 2016.9.5

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】コテ仕上げにより形成された壁又は天井におけ
る破損箇所、強度低下箇所等に適用できる、強度が向上
した補修壁及び補修天井、さらに、コテ仕上げにより形
成された壁又は天井の簡易な補修方法を提供する。
【解決手段】下地材１２と、下地材１２にコテで仕上げ
られた中塗り材１４と、中塗り材１４にコテで仕上げら
れた表面材１６と、を備えた壁体と、表面材１６の表面
から壁体の中へ穿孔された注入孔１８と、注入孔１８に
充填されると共に注入孔１８の孔壁から壁体へ浸透して
硬化したアクリル樹脂硬化体２０と、を有する補修壁１
０。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下地材と、前記下地材にコテで仕上げられた中塗り材と、前記中塗り材にコテで仕上げ
られた表面材と、を備えた壁体と、
　前記表面材の表面から前記壁体の中へ穿孔された注入孔と、
　前記注入孔に充填されると共に前記注入孔の孔壁から前記壁体へ浸透して硬化したアク
リル樹脂硬化体と、
　を有する補修壁。
【請求項２】
　前記注入孔の孔壁面が、前記壁体の表面材から壁体の中に向かって下り勾配となってい
る請求項１に記載の補修壁。
【請求項３】
　前記アクリル樹脂硬化体の中に、前記注入孔から前記壁体の深部に亘って紐状の補強材
が固着されている請求項１又は請求項２に記載の補修壁。
【請求項４】
　前記アクリル樹脂硬化体を形成するアクリル樹脂組成物が、アクリルモノマー及びメタ
クリルモノマーから選ばれる少なくとも１種のモノマーと、熱硬化性樹脂と、硬化剤と、
を含有するアクリル樹脂組成物である請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の補修壁
。
【請求項５】
　下地材と、前記下地材にコテで仕上げられた中塗り材と、前記中塗り材にコテで仕上げ
られた表面材と、を備えた天井又は壁の面体の補修対象部位に、前記面体の表面から注入
孔を穿孔する工程と、
　前記注入孔にアクリル樹脂組成物を充填し前記注入孔の孔壁から前記アクリル樹脂組成
物を前記面体へ注入する工程と、
　前記注入孔から注入した前記アクリル樹脂組成物を、面体が有する空隙に浸透させて硬
化させ、アクリル樹脂硬化体を形成する工程と、
　を有する天井又は壁の面体の補修方法。
【請求項６】
　梁間に間隔を空けて架け渡された板材と、
　前記板材の下面からコテで仕上げられた天井材と、
　前記板材の上面から前記天井材の中に至り、前記板材の長手方向へ間隔を空けて形成さ
れた複数の注入孔と、
　前記注入孔に充填されると共に前記天井材へ浸透して硬化したアクリル樹脂硬化体と、
　を有する補修天井。
【請求項７】
　前記注入孔に、前記注入孔へ挿入されると共に、前記板材の上面を通して隣り合う板材
に形成された注入孔へ跨る紐状の補強材を有し、
　アクリル樹脂組成物が前記補強材へ浸透して硬化したアクリル樹脂硬化体をさらに有す
る請求項６に記載の補修天井。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コテ仕上げにより構築された補修壁、補修天井及びコテ仕上げにより構築さ
れた壁、天井等の面体の補修方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　伝統的な日本建築の建造物は、漆喰等を用いたコテ仕上げの壁、天井を有する。コテ仕
上げ壁は、一般に、竹等を格子状に編んだ下地材としての小舞下地の片面又は両面に、粘
土、土、及び所望により、これらの土に藁、麻繊維、ふのり及び消石灰から選ばれる材料
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を混ぜた混合物等をコテ仕上げで塗り重ねて作製した中塗り材と、消石灰等を含む漆喰を
コテ仕上げで塗り重ねて作製した表面材で面が仕上げられる。表面材は上塗り材とも称す
る。表面材に使用される漆喰は耐水性に優れ、白色で外観に優れることから表面材、特に
、壁や天井等の仕上げ材として古くから汎用されていた。
　中塗り材は、目的に応じて土粒子のサイズや混合する材料を変更して、荒壁、大むら直
し壁、小むら直し壁等の複数の層を有する形態で形成されていることがある。
【０００３】
　左官仕上げの壁は、伸縮性に乏しく、経時すると、温度差による収縮、地震等の外的な
応力付加により、損傷することがある。特に土壁の如き中塗り材に、防水性の高い漆喰の
表面材を重ねた壁体の表面では、漆喰製の表面材に亀裂が入ることがある。表面材の内部
の中塗り材には空隙が多く、そこに表面材の亀裂から雨水等が浸入した場合、漆喰の表面
材に面剥離が生じることが懸念され、外観上も問題となる。
　また。明治時代頃から盛んに建築された西洋風建造物では、装飾的な漆喰壁、漆喰天井
を有するものが多数あり、これら建造物の歴史的価値、装飾的外観を大きく損なうことな
く修復する技術が求められている。
【０００４】
　従来、コテ仕上げの壁面における表面剥離、ひび割れ、断面欠損ならびに剥落等の劣化
や損傷が生じると、当該箇所と同等の品質をもつ左官材料、例えば、粘土、漆喰、モルタ
ル等を用いて、施工当時と同等の状態に回復させることを目標とする補修又は補強が行な
われるのが一般的であった。
　しかしながら、伝統的建物に使用される左官材料の多くは、水硬性材料や気硬性材料で
あるために、コテ仕上げを用いた修復時に水を一定量使用することが必要であり、施工後
の硬化の過程において乾燥することにより修復部分が収縮現象を起こすことがある。その
結果、損傷が生じていない部分と接する修復箇所が硬化の過程で収縮現象を起こし、再劣
化が別の箇所で生じたり、修復箇所と修復が行なわれていない箇所との壁面としての一体
性が保てなかったりする問題があった。
　即ち、既述のように部分的な補修が困難であったため、外観を維持するためには、結果
的に補修対象である土壁と同類の左官材料を用い、全面の左官材料をはつり，再び土壁と
同等の左官材料を下地材に１から塗り直す全面補修となり、多大な時間と費用とを要する
ものであった。
　このため、左官材料等の修復に用いる硬化収縮率の少ない補修材として、セメント、表
面がポリビニルアルコールの水溶性保護コロイドで被覆されているアクリル共重合再乳化
形樹脂粉末、膨張材及び収縮低減剤を含むセメント組成物が提案されている（例えば、特
許文献１参照）。
【０００５】
　また、モルタル材を修復する方法として、壁等の欠落部分にモルタル硬化体を形成し、
表面を平坦化した後に、水硬性モルタル硬化体を覆うように防水用ポリマーセメント組成
物を用いて塗膜防水層を設けるモルタル仕上げ構造体の施工方法が提案されている（例え
ば、特許文献２参照）。
　コテ仕上げの壁面とは異なり、漆喰天井は補強がより困難であるため、外観上ひび割れ
を生じた箇所にはモルタル等の充填材を適用するが、崩落が懸念される箇所では、漆喰天
井の下部にプレートを貼る等の方法しかなく、外観が著しく損なわれ、且つ、修復、補強
等の根本的な解決には至っていないのが現状である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－１０２２１６号公報
【特許文献２】特開２０１０－１８４９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載の組成物は、主としてモルタル材料を含む構築物への
適用を意図したものであり、これを左官材料で構築された構築物へ用いた場合、表面の修
復は可能ではあるが、内部を補強するものではない。さらに、補修材としての収縮抑制に
は限度があり、修復箇所と修復前の箇所との外観上の差異を解消するには至っておらず、
外観が重要である歴史的建築物等の補修には適用が困難であるという問題がある。
　また、特許文献２に記載の技術も同様にモルタル材料の構築物への適用を意図した技術
であり、壁体などの表面の亀裂の補修には適用できるが、表面にポリマーセメント組成物
を塗布する必要があり、特許文献１に記載の技術と同様に、外観上の観点から、伝統的な
左官仕上げの面体の補修に適用することは困難である。
【０００８】
　本発明の課題は、コテ仕上げにより形成された壁又は天井における破損箇所、強度低下
箇所等を修復した補修壁及び補修天井、また、これらの修復方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、特定のアクリル樹脂組成物を用いたアクリル樹脂硬化体を用いることで
、上記課題を解決しうることを見出し、本発明を完成した。
　本発明は、以下の態様を含む。
　本発明の第１の態様は、下地材と、前記下地材にコテで仕上げられた中塗り材と、前記
中塗り材にコテで仕上げられた表面材と、を備えた壁体と、前記表面材の表面から前記壁
体の中へ穿孔された注入孔と、前記注入孔に充填されると共に前記注入孔の孔壁から前記
壁体へ浸透して硬化したアクリル樹脂硬化体と、を有する補修壁である。
【００１０】
　本発明の第１の態様の補修壁は、壁体に穿孔された注入孔内部と、壁体に含まれる土粒
子間の空隙にアクリル樹脂硬化体が存在し、植物の幹と、幹から張り出した根が連結され
た状態の硬化体となっている。このアクリル樹脂硬化体は、アンカーの役割を果たしてお
り、下地材、中塗り材、及び表面材がアクリル樹脂硬化体を介して一体的に固着され、表
面材の剥離、中塗り材及び表面材の崩落が抑制される。
　また、注入孔へ充填されたアクリル樹脂組成物は、表面材に発生した亀裂、或は、表面
材が浮いて形成された表面材と中塗り材との間の空隙に浸透しており、表面材の表面が修
復される。
【００１１】
　本発明の第２の態様は、前記注入孔の孔壁面が、前記壁体の表面材から壁体の中に向か
って下り勾配となっている第１の態様の補修壁である。
【００１２】
　前記注入孔の孔壁面が、前記壁体の表面材から壁体の中に向かって下り勾配となってい
ることで、注入孔に形成されたアクリル樹脂硬化体へ作用する壁体の荷重の一部を、アク
リル樹脂硬化体の軸力として負担できるため、水平に形成された注入孔に充填されたアク
リル樹脂硬化体と比較すると、負担できる荷重が大きくなる。
【００１３】
　本発明の第３の態様は、前記アクリル樹脂硬化体の中に、前記注入孔から前記壁体の深
部に亘って紐状の補強材が固着されている、第１の態様又は第２の態様の補修壁である。
【００１４】
　アクリル樹脂硬化体中に補強材を固着させることでアクリル樹脂硬化体が補強される。
また、補強部材として紐状の補強材を用い、補強材の繊維を表面材の表面に拡がるように
配置して、アクリル樹脂組成物で表面材の表面に固着する態様をとることで、表面材の剥
離、剥落に対する抵抗がより大きくなる。
【００１５】
　本発明の第４の態様は、前記アクリル樹脂硬化体を形成するアクリル樹脂組成物が、ア
クリルモノマー及びメタクリルモノマーから選ばれる少なくとも１種のモノマーと、熱硬
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化性樹脂と、硬化剤と、を含有するアクリル樹脂組成物である、第１の態様～第３の態様
のいずれか１つの態様の補修壁である。
【００１６】
　前記アクリル樹脂組成物が、アクリルモノマー及びメタクリルモノマーから選ばれる少
なくとも１種のモノマーと、熱可塑性樹脂と、硬化剤と、を含有するアクリル樹脂組成物
であることで、エポキシ樹脂等と比較して、壁体の内部への浸透性がより良好であり、壁
体等の深部に至るまで速やかに浸透して、アクリル樹脂硬化体が形成され、より高い補強
効果が得られる。さらに、樹脂を溶剤に溶解してなる樹脂組成物に比較して、硬化時の体
積収縮が抑制されるために、アクリル樹脂硬化体形成時における体積収縮に起因する応力
集中及び新たな空隙の発生を抑制することができる。
【００１７】
　本発明の第５の態様は、下地材と、前記下地材にコテで仕上げられた中塗り材と、前記
中塗り材にコテで仕上げられた表面材と、を備えた天井又は壁の面体の補修対象部位に、
前記面体の表面から注入孔を穿孔する工程と、前記注入孔にアクリル樹脂組成物を充填し
前記注入孔の孔壁から前記アクリル樹脂組成物を前記面体へ注入する工程と、前記注入孔
から注入した前記アクリル樹脂組成物を、面体が有する空隙に浸透させて硬化させ、アク
リル樹脂硬化体を形成する工程と、を有する天井又は壁の面体の補修方法である。
【００１８】
　本発明の第５の態様の補修方法によれば、補修対象部位に注入孔を穿孔し、アクリル樹
脂組成物を充填することで、アクリル樹脂組成物が表面材と中塗り材との間の形成された
空隙、中塗り材に含まれる土粒子、わら等の間の空隙に浸透して、硬化することにより、
表面材と中塗り材、中塗り材に含まれる粒子同士等が固着され、簡易な方法で効果的な補
修、補強を行なうことができる。また、表面材には注入孔が形成されるが、注入孔はアク
リル樹脂硬化体により充填されるために表面材における外観の低下が抑制される。
【００１９】
　本発明の第６の態様は、梁間に間隔を空けて架け渡された板材と、前記板材の下面から
コテで仕上げられた天井材と、前記板材の上面から前記天井材の中に至り、前記板材の長
手方向へ間隔を空けて形成された複数の注入孔と、前記注入孔に充填されると共に前記天
井材へ浸透して硬化したアクリル樹脂硬化体と、を有する補修天井である。
【００２０】
　本発明の第６の態様の補修天井は、梁間に間隔を空けて架け渡された板材とコテで仕上
げられた天井材との間の空隙、及びコテで仕上げられた天井材に形成された注入孔にアク
リル樹脂硬化体が存在し、このアクリル樹脂硬化体は、アンカーの役割を果たしており、
板材から天井材が剥離することが抑制される。
【００２１】
　本発明の第７の態様は、前記注入孔に、前記注入孔へ挿入されると共に、前記板材の上
面を通して隣り合う板材に形成された注入孔へ跨る紐状の補強材を有し、アクリル樹脂組
成物が前記補強材へ浸透して硬化したアクリル樹脂硬化体をさらに有する、前記第６の態
様の補修天井である。
【００２２】
　注入孔においてアクリル樹脂硬化体中に紐状の補強材が存在することで、アクリル樹脂
硬化体が補強されると共に、アクリル樹脂組成物が紐状の補強材に浸透して硬化し、隣り
合う板材に形成されたアクリル樹脂硬化体同士をつなぐことで、隣接するアクリル樹脂硬
化体間で荷重が伝達され、天井材の剥離抑制機能がより向上する。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、コテ仕上げにより形成された壁又は天井における破損箇所、強度低下
箇所等を修復した補修壁及び補修天井、また、これらの修復方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
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【図１】本発明の一態様の補修壁の一部破断した斜視図である。
【図２】本発明の一態様の補修壁を示す部分拡大断面図である。
【図３－１】（Ａ）～（Ｃ）は、本発明の一態様の補修方法を壁体に適用したときの工程
を示す概略断面図である。
【図３－２】（Ｄ）～（Ｅ）は、本発明の一態様の補修方法を壁体に適用したときの図３
－１に示す（Ｃ）工程以降の工程を示す概略断面図である。
【図４】本発明の一態様の補修方法において、注入孔を表面材に形成し、アクリル樹脂硬
化体を表面材と中塗り材との間に形成した態様を示す断面図である。
【図５】本発明の一態様の補修天井を示す斜視図及び拡大図である。
【図６】本発明の一態様の補修天井の補修手順を示す断面図である。
【図７】対照例の土壁の付着強度及びアクリル樹脂硬化体を有する本実施例の補修壁の付
着強度を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の一態様である補修壁、補修天井について詳細に説明する。
　なお、本発明において「コテ仕上げにより形成された壁又は天井」とは、土壁、漆喰壁
、モルタル壁、漆喰天井、モルタル天井等、人手でコテにより仕上げる構造を包含するも
のである。また、本発明における「破損個所」とは、壁又は天井におけるひび割れ、表面
の砂すじ、あばた、表面材或は中塗り材等の部分剥離およびこれらの全面剥離、壁体の奥
行きへの欠損、さらには、これら破損部分における強度が低下した箇所等、面的な、及び
奥行き方向への破損箇所のいずれをも包含する。
【００２６】
〔補修壁〕
　図１に示すように、補修壁１０は、下地材１２と、前記下地材１２にコテで仕上げられ
た中塗り材１４（以下、単に「中塗り材１４」と称することがある）と、前記中塗り材１
４にコテで仕上げられた表面材１６（以下、単に「表面材１６」と称することがある）と
、を備えた補修対象となる壁体１１に対し、前記表面材１６の表面から前記壁体１１の中
へ穿孔された注入孔１８と、前記注入孔１８に充填されると共に前記注入孔１８の孔壁か
ら前記壁体１１へ浸透して硬化したアクリル樹脂硬化体２０と、を有する。
　図２に示すように、アクリル樹脂硬化体２０は、注入孔１８に充填された幹に相当する
部分から、表面材１６と中塗り材１４との空隙、及び中塗り材１４が含む土粒子間の空隙
へと幹から生じる根の如き形状で連続して形成されている。注入孔１８を、表面材１６に
生じた亀裂２２箇所又は亀裂２２の近傍に形成することにより、亀裂２２の補修と壁体１
１内部の補強とを同時に行なうことができるため好ましい。
【００２７】
　アクリル樹脂硬化体２０は、注入孔１８へ充填されたアクリル樹脂組成物が、注入孔１
８の孔壁から壁体の空隙へ浸透し、その後、浸透したアクリル樹脂組成物が硬化して形成
される。
　形成されたアクリル樹脂硬化体２０はアンカーの役割を果たしており、下地材１２、中
塗り材１４及び表面材１６が一体に固着され、表面材１６の剥離、中塗り材１４及び表面
材１６の崩落が抑制される。
　また、注入孔１８へ充填されたアクリル樹脂組成物は、表面材１６に発生した亀裂２２
に浸透しており、表面材１６の表面が修復される。
【００２８】
　注入孔１８の穿孔深さを調製することで、補修壁１０内部に形成されるアクリル樹脂硬
化体２０の形成箇所を制御することができる。
　例えば、注入孔１８の深さを中塗り材１４の表面に達する深さとすることで、表面材１
６と中塗り材１４との空隙にアクリル樹脂組成物が浸透していき、アクリル樹脂硬化体２
０が形成されることで、表面材１６と中塗り材１４とを固着するため、表面材１６のはら
みによる剥離が抑制される。
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　注入孔１８の深さを下地材１２の近傍までとすることで、中塗り材１４の深部まで、中
塗り材１４が含む土粒子等の間の空隙にアクリル樹脂硬化体２０が形成され、コテ仕上げ
て形成された土壁に相当する中塗り材１４が補強され、壁体における変形、崩落等の発生
が抑制され、補修前よりも耐久性に優れた中塗り材１４を備える補修壁１０となる。
【００２９】
　本発明の好ましい態様では、注入孔１８の孔壁面が、前記壁体の表から壁体の中に向か
って下り勾配とすることができる。
　注入孔１８の孔壁面を下り勾配とすることで、注入孔１８内部に形成されたアクリル樹
脂硬化体２０へ作用する壁体の荷重の一部を、アクリル樹脂硬化体２０の軸力として負担
できるため、水平に形成された注入孔１８に充填されたアクリル樹脂硬化体２０と比較す
ると、負担できる荷重が大きくなる。また、アクリル樹脂硬化体２０を形成するため、ア
クリル樹脂組成物を注入する際に、注入孔１８が下り勾配であることで、注入されたアク
リル樹脂組成物は注入孔１８の深部まで速やかに流入するため、単位時間当たりの注入量
を増やすことができる。さらに、孔壁面から注入孔１８の周辺に向かって土粒子間の空隙
により多くのアクリル樹脂組成物が浸透するため、より効率よく、より広範囲に亘りアク
リル樹脂硬化体２０を形成することができ、より強度が向上する。
【００３０】
　本発明の別の好ましい態様では、アクリル樹脂硬化体２０中には、前記注入孔１８から
前記表面材１６の表面に亘って紐状の補強材２４を固着することができる。
　アクリル樹脂硬化体２０中に補強材２４を固着させることで、アクリル樹脂硬化体２０
が補強される、また、紐状の補強材２４の繊維が表面材１６の表面に拡がって鍔部１７を
形成し、紐状の補強材２４の繊維間に浸透したアクリル樹脂組成物により補強材２４が表
面材１６の表面に固着されるため、表面材１６の剥離、剥落に対する抵抗がより大きくな
るという利点をも有する（図３（Ｅ）参照）。
【００３１】
〔補修方法〕
　本発明の補修壁１０を形成する一態様としての補修方法について説明する。
　本発明の修復方法は、下地材と、前記下地材にコテで仕上げられた中塗り材と、前記中
塗り材にコテで仕上げられた表面材と、を備えた天井又は壁の面体の補修対象部位に、前
記面体の表面から注入孔を穿孔する工程（注入孔形成工程）と、前記注入孔にアクリル樹
脂組成物を充填し前記注入孔の孔壁からアクリル樹脂組成物を前記面体へ注入する工程（
アクリル樹脂注入工程）と、前記注入孔から注入したアクリル樹脂組成物を、面体が有す
る空隙に浸透させて硬化させ、アクリル樹脂硬化体を形成する工程（アクリル樹脂硬化体
形成工程）と、を有する天井又は壁の面体の補修方法である。
【００３２】
　以下、図３を参照し、補修壁１０の作製に適用する補修方法について説明する。
（注入孔形成工程）
　まず、図３（Ａ）に示すように、補修対象となる壁体１１の表面材１６から中塗り材１
４へ向かって注入孔１８を形成する。注入孔１８は、ドリルで穿孔する方法等、公知の穿
孔方法を用いて形成することができる。穿孔時に用いるドリルとしては、補修対象となる
壁体１１の強度、即ち穿孔時の抵抗力に応じた回転数に制御が可能な回転ドリルを用い、
穿孔により形成される注入孔１８周辺の成分の付着や補修壁１０を構成する中塗り材１４
等を損傷しない方法で行うことが好ましい。注入孔１８の形成後には、注入孔１８内に穿
孔時に発生した切削屑、切削粉末等を除去する注入孔１８内の清掃を適切に行うことが、
アクリル樹脂の浸透性をより向上させる観点から好ましい。注入孔１８内の清掃は、簡易
な空気式のスポイトにより、切削屑、切削粉末を飛散除去する方法等により行なうことが
できる。
【００３３】
　注入孔１８の形成に際しては、注入孔１８の孔壁面が、前記壁体２６の表から壁体２６
の中に向かって下り勾配とすることが好ましい。勾配は図３（Ａ）中、θで表され、θ＝
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０°のとき、注入孔１８の孔壁面は、壁体２６が地面に対し垂直に形成される場合、地面
に対し水平な注入孔１８となる。
　下り勾配の大きさは、θが０°を超え、６０°以下であることが好ましく、１５°～５
０°の範囲にあることがより好ましく、３０°～４５°の範囲にあることがさらに好まし
い。
　壁体２６の表面材１６近傍の修復及び補強を行なう際には下り勾配は小さくてもよい。
一方、壁体２６における中塗り材１４の深部に至るまで補強する場合には、θは４５°以
上とすることが好ましい。
【００３４】
　図３（Ｂ）では、穿孔した注入孔１８に紐状の補強材２４を配置する。
　補強材２４は必ずしも必要ではないが、形成されたアクリル樹脂硬化体２０中に補強材
２４が固着されることで、アクリル樹脂硬化体を補強することができる。
　図３（Ｂ）に示すように、紐状の補強材２４の繊維を表面材１６の表面に拡がるように
配置することにより、次工程でアクリル樹脂組成物を注入し、その後、アクリル樹脂組成
物を硬化させてアクリル樹脂硬化体２０を形成した際に、紐状の補強材２４の繊維が表面
材１６の表面に固着されるため、表面材１６の剥離、剥落に対する抵抗をより大きくする
ことができる。
　補強材２４としては、比較的繊維径が細く、破断強度が高い材料が好ましく、例えば、
麻繊維、稲ワラなどを撚って紐状とした材料が挙げられる。また、撚って形成された紐状
の補強材２４には、後述するアルカリ樹脂組成物が浸透できる空隙を有することが好まし
い。なかでも、補強材２４としては、麻紐等ある程度の太さと繊維強度を有する繊維を撚
って形成された紐状の補強材であることが、補強効果が良好であるという観点から好まし
い。稲ワラを撚って形成された縄等を補強材とした場合、撚り方によっては、繊維が剛直
で繊維間の空隙が広いことがあり、そのような場合、アクリル樹脂組成物が繊維間に浸透
し難く、所望の強度向上効果が達成されないことがある。
【００３５】
（アクリル樹脂注入工程）
　次に、図３（Ｃ）に示すように、注入孔１８に紐状の補強材２４を挿入し、補強材の端
部を注入孔１８から外へ出した状態でアクリル樹脂組成物を注入する。注入は公知の方法
で行なうことができる。例えば、注入孔１８の奥側に注射器等のピストンを備えた注入器
１９を用いてアクリル樹脂を注入する方法が好ましい。アクリル樹脂の注入は、アクリル
樹脂が注入孔１８内、及び注入孔１８内壁面より中塗り材１４の空隙に空気等を巻き込む
ことなく自然に浸透させるため、低圧注入方式により、内部の空隙部分に一定の圧力を保
ち注入し、充填させる方法をとることが好ましい。
　ここで、注入孔１８の深さが、例えば、下地材１２に至るような深さである場合、注射
針の先端から注入する方法だと、アクリル樹脂組成物が注入孔１８の深部まで確実に流下
せず、注入孔１８の内壁面より浸透し、十分な深さまで至って注入孔１８の底部に滞留し
ないことが懸念される。従って、深い注入孔１８では、アクリル樹脂組成物の注入におけ
る開示時には、注射器の先端に可撓性のホース等を取り付けて、まず注入孔１８の深部か
ら流し込みを開始することが好ましい。このように深部からアクリル樹脂組成物を、粗な
材料が多く空隙が比較的多い、下地材１２近傍の中塗り材１４に到達させることで、中塗
り材の深部をも確実に補修できるようになるため好ましい。
【００３６】
　本発明の好ましい態様では、注入孔１８は、補修対象となる壁材１１の表面から内部に
至るまで下り勾配を形成していることから、アクリル樹脂組成物は注入孔１８の深部まで
速やかに到達し、注入孔１８内に注入されたアクリル樹脂組成物は、孔壁面から中塗り材
１４に含まれる土粒子等の間の空隙に徐々に浸透する。浸透は重力による浸透、毛管現象
による浸透により注入孔１８の内壁面から周辺に向かって行なわれる。重力の関係から、
アクリル樹脂は注入孔１８の上方よりも下方に多く浸透し、下方において、より広範囲の
アクリル樹脂硬化体２０が形成される。また、アクリル樹脂組成物は、表面材１６と中塗
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り材１４との空隙にも浸透する。
【００３７】
　アクリル樹脂組成物は一度注入した後、経時すると孔壁面から中塗り材１４等の内部へ
と浸透し、注入孔１８に空隙が形成されることがある。その場合には、さらにアクリル樹
脂組成物を注入することができる。このように、アクリル樹脂組成物の注入孔１８への注
入は、注入及び浸透の手順で複数回行なうことができる。
　アクリル樹脂注入工程が完了した際に注入孔１８をアクリル樹脂組成物が満たした状態
となることが形成される補修壁１０の強度向上の観点からは好ましい。
　なお、壁体の空隙が大きく、注入孔１８内にアクリル樹脂組成物を満たすことが流動性
の観点から困難な場合には、穿孔時に得られた壁体の切削粉末等をアクリル樹脂組成物と
混合し、アクリル樹脂組成物の粘度を向上させたのち、注入孔１８に注入することもでき
る。
【００３８】
（アクリル樹脂組成物）
　本発明においてアクリル樹脂硬化体の形成に用いられるアクリル樹脂組成物は、アクリ
ルモノマー及びメタクリルモノマーから選ばれる１種以上のモノマーを含むアクリル樹脂
組成物であることが、浸透性の観点から好ましい。
　なお、本明細書では、アクリル、メタクリルのいずれか又は双方を指す場合（メタ）ア
クリルと称し、アクリレート、メタクリレートのいずれか又は双方を指す場合（メタ）ア
クリレートと称することがある。
　本発明に用いうる好ましいアクリル樹脂組成物としては、（メタ）アクリルモノマーと
、熱硬化性樹脂と、硬化剤と、を含有するアクリル樹脂組成物が挙げられる。
　中塗り材１４が含む土粒子、藁等の空隙への浸透性を考慮すれば、アクリル樹脂組成物
は、常温（２５℃）における粘度が８０ｍＰａ・ｓ～１００ｍＰａ・ｓの範囲であること
が好ましい。アクリル樹脂組成物の粘度は、Ｂ形粘度計を用いて、ＪＩＳ　Ｋ６８３３－
１（２００８年）に準拠した方法で測定することができる。
　アクリル樹脂組成物の粘度が上記範囲であることで、本発明に使用しうるアクリル樹脂
は、表面材１６に発生した亀裂、中塗り材１４に含まれる土粒子間の空隙等に速やかに浸
透する。具体的には、中塗り材１４に含まれる粘土粒子の一般的な径と同程度の０．０５
ｍｍ程度の微細なひび割れや土粒子間の空隙に対し、大気圧の条件下で自然浸透が可能で
あり、それ以上の狭小部に対しても毛管現象により重力抵抗に関わりなく自然浸透するこ
とができる。
【００３９】
　アクリル樹脂組成物の主剤であるアクリルモノマーとしては、アクリレートモノマー、
又はメタクリレートモノマーから選ばれる少なくとも１種を含むことが好ましい。（メタ
）アクリルモノマーは変性されていてもよい。
　（メタ）アクリルモノマーとしては、ジシクロペンテニールオキシエチレンメタクリレ
ート、メトキシポリエチレングリコール＃９００メタアクリレート等が好ましく挙げられ
る。
　（メタ）アクリレートモノマーは市販品を用いてもよく、例えば、リビルト樹脂　リビ
ルト３００（商品名、福田実業（株）製：ジシクロペンテニールオキシエチレンメタクリ
レート）、ＮＫ－エステルＭ－２０Ｇ（商品名、新中村化学工業（株）製：メトキシポリ
エチレングリコール＃９００メタアクリレート）等が挙げられる。
　アクリル樹脂組成物全量に対する（メタ）アクリルモノマーの含有量は、８０質量％～
９０質量％の範囲であることが好ましく、８３質量％～８８質量％の範囲であることがよ
り好ましい。
　また、流動性を損なわない範囲で、アクリル樹脂組成物は（メタ）アクリル樹脂粒子を
含有してもよい。
【００４０】
　アクリル樹脂組成物には、（メタ）アクリルモノマーに加え、高強度の硬化体を形成す
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るのに有用な熱硬化性樹脂と、熱硬化性樹脂を硬化させる硬化剤を含有する。
　熱硬化性樹脂としては、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、シリコーン樹脂、ユリア樹脂、
フェノール樹脂等が挙げられる。
　アクリル樹脂組成物全量に対する熱硬化性樹脂の含有量は、１０質量％～２０質量％の
範囲であることが好ましく、１２質量％～１６質量％の範囲であることがより好ましい。
　熱硬化性樹脂の硬化剤としては、過酸化物が好ましい。硬化剤の含有量は、用いられる
熱硬化性樹脂の種類、含有量に従い、適宜決定することができる。
【００４１】
　本発明に係るアクリル樹脂組成物は（メタ）アクリルモノマーが液状であるため、溶剤
を含有しなくても良好な流動性を有する。このため、樹脂を溶剤で溶解した樹脂組成物を
用いた場合よりも、硬化時の体積収縮がより小さいものとなるため、好ましい。
【００４２】
　アクリル樹脂組成物には、本発明の効果を損なわない限りにおいて、流動性、硬化性等
を調製する目的で、他の成分を添加剤として用いてもよい。
　添加剤としては、軟化剤としてのクロロプレンゴム、粘度調整剤としてのアエロジル等
の無機粒子、遅延剤としてのアルキルフェノール、促進剤としてのナフテンコバルト等が
挙げられる。
【００４３】
　本発明におけるアクリル樹脂組成物は、市販品を用いてもよく、例えば、ジャスト（株
）製、浸透ジャスト(商品名）等が挙げられる。浸透ジャストは、コンクリート硬化体の
亀裂修復材、金属の防錆膜の形成に使用された例はあるが、本発明における如き、コテ仕
上げ壁、天井等に対し、補強体としてのアクリル樹脂硬化体を形成するために適用された
例はない。
【００４４】
（アクリル樹脂硬化体形成工程）
　本工程では、注入孔１８から注入し、面体が有する空隙、例えば、表面材１６と中塗り
材１４との間の空隙、中塗り材１４に含まれる土粒子、藁等の間の空隙等に浸透したアク
リル樹脂組成物を硬化させ、図３（Ｄ）、及び図３（Ｅ）に示すように、補強材２４で補
強されたアクリル樹脂硬化体２０を形成する。
　アクリル樹脂組成物が浸透可能な対象としては、漆喰、土壁、木材、縄、布、藁、紙等
が挙げられ、アクリル樹脂組成物が硬化して固着しうる材料としては、漆喰、土壁及び土
壁に含まれる土粒子、木材、縄、布、藁、紙等が挙げられる。また、アクリル樹脂組成物
は、コンクリート、モルタル、金属、石材等を固着することができるため、石材や、修復
に用いられたモルタル硬化体等の異種素材と接触した壁体を異種素材と固着させることも
できる。
【００４５】
　アクリル樹脂組成物の面体への浸透後の硬化時間は、通常、１時間～２時間程度であり
、速やかに硬化してアクリル樹脂硬化体を形成する。硬化時間は、アクリル樹脂組成物に
含まれる硬化剤、遅延剤等の種類、添加量を制御することで、３０分間～７日間程度まで
調整することが可能である。
【００４６】
　アクリル樹脂組成物の硬化時には、補強材２４を用いた場合、補強材２４に浸透したア
クリル樹脂組成物も同様に硬化することで、注入孔１８内のアクリル樹脂硬化体の強度、
及び注入孔１８周辺の表面材１４周辺の強度がより向上する。
【００４７】
　既述の補修方法により、本発明の補修壁１０を形成することができる。注入孔１８の面
体表面からの深さを調整することで、面体内の所望の領域に高強度のアクリル樹脂硬化体
２０が形成された補修壁１０を得る。
　補修壁１０表面には、注入孔１８が形成されるが、形成された注入孔１８の内部はアク
リル樹脂硬化体２０により充填されるため、補修壁１０表面の外観を大きく損なうことな
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く、表面材１６と中塗り材１４との間を固着したり、中塗り材１４内部をアクリル樹脂硬
化体２０により補強したりしてなる補修壁１０を得ることができる。この補強壁１０の表
面に、表面材１６を上塗りして補修部分を化粧することが好ましい。
　図４は、注入孔１８の深さを表面材１６と中塗り材１４との間に至る深さとし、表面材
１６と中塗り材１４との空隙にアクリル樹脂硬化体２０が形成された態様を示す概略図で
ある。表面材１６と中塗り材１４との空隙にアクリル樹脂硬化体２０が形成されることで
、表面材１６と中塗り材１４とが固着され、表面材１６の中塗り材１４からの剥離、崩落
を抑制することができる。
【００４８】
（補修天井）
　図５（Ａ）は、本発明の一態様の補修天井３０を示す部分斜視図であり、図５（Ｂ）は
部分拡大図である。
　補修天井３０は、梁３２間に間隔を空けて架け渡された板材３４と、前記板材３４の下
面からコテで仕上げられた天井材３６と、前記板材３４の上面から前記天井材３６の中に
至り、前記板材３４の長手方向へ間隔を空けて形成された複数の注入孔３８と、前記注入
孔３８に充填されると共に前記注入孔３８内、及び天井材３６と板材３４との間の空隙内
に浸透して硬化したアクリル樹脂硬化体４０と、を有している。
　注入孔３８には、板材３４の上面を通して隣り合う板材３４に形成された注入孔３８へ
跨る紐状の補強材４２が挿入されている。隣り合う板材３４に形成された注入孔３８へ跨
る紐状の補強材４２を配置することで、アクリル樹脂組成物が紐状の補強材４２へも浸透
して補強材４２が硬化したアクリル樹脂硬化体４０が形成され、補修天井３０の支持強度
がより向上する。
【００４９】
（補修天井の製造方法）
　図６は、本発明の一態様の補修天井の製造方法を示す概略断面図である。
　図６（Ａ）は補修前の天井であり、図６（Ｂ）に示すように、まず、板材３４の上面か
ら天井材３６の中に至り、板材３４の長手方向へ間隔を空けて複数の注入孔３８を穿孔す
る。
　一般に、板材３４のからコテで仕上げられた天井材３６としては、漆喰が使用される。
漆喰を板材３４の下面からコテで塗布すると、図６（Ａ）に示すように、漆喰の一部が板
材３４の側面に添って天井の上方まで至り、板材３４の側面と上面とを覆う漆喰の立ち上
り部３６Ａが形成され、板材３４と天井材３６との密着強度が向上する。
　このとき、図６（Ａ）に示すように、板材３４の厚みをｔとし、隣接する板材３４間の
間隔をｌとしたとき、ｔ／ｌをアンカー係数と称し、ｔ／ｌが１を超えることにより、漆
喰の立ち上り部３６Ａが形成されやすくなり、漆喰の硬化後の板材３４と天井材３６との
固着強度がより向上するため好ましい。
【００５０】
　注入孔３８は、天井材３６中に至るが、天井材３６を貫通しない深さで形成される。注
入孔３８の深さ、形成される注入孔３８の間隔は、補修天井３０が必要とする強度に応じ
て適宜決定される。
　次に、図６（Ｃ）に示すように、穿孔された注入孔３８の内部に、紐状の補強材４２を
挿入する。紐状の補強材４２は、図５（Ａ）に示すように、板材３６の上面を通して隣り
合う板材３４に形成された注入孔３８へ跨って挿入する。補強材４２は必ずしも必要では
ないが、補強材４２を用いることで補修天井３０の強度、崩落に対する抵抗力が上がる。
　補強材４２は、補修壁１０において用いられた補強材２４と同様に、麻紐等、ある程度
の太さと繊維強度を有する繊維により形成された紐状の補強材であることが、補強効果が
より良好であるという観点から好ましい。
【００５１】
　板材３６の上面を通して隣り合う板材３４に形成された注入孔３８へ跨る紐状の補強材
４２を注入孔３８へ配置した後、図６（Ｄ）に示すように、注入孔３８へアクリル樹脂組
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成物を注入する。注入は常圧で行なうことができる。本実施形態に用いるアクリル樹脂組
成物は、補修壁１０の形成に用いたのと同様のアクリル樹脂組成物を用いることができる
。注入孔３８に注入されたアクリル樹脂組成物は、注入孔３８内部を満たし、板材３４と
天井材３６との空隙、注入孔３８内に配置された紐状の補強材４２の繊維間等に浸透する
。
　その後、アクリル樹脂組成物が硬化することで、図５（Ｂ）に示されるように、注入孔
３８の内部、板材３４と天井材３６との空隙及び紐状の補強材４２にアクリル樹脂硬化体
２０が形成され、板材３４と天井材３６との間が固着され、本発明の補修天井３０が形成
される。
　本発明の補修天井３０は、漆喰等のコテ仕上げで形成された天井材３６の内部、及び板
材３４と天井材３６との間にアクリル樹脂硬化体２０を有するため、天井材３６自体の強
度が向上し、板材３４と天井材３６とがアクリル樹脂硬化体２０により固着されているた
め、破損、崩落が効果的に抑制された補修天井３０となる。また、隣り合う板材３４に形
成された注入孔３８へ跨る紐状の補強材４２を用いることで、隣接する板材３４間の結合
強度がより向上する。
【実施例】
【００５２】
（１）実施例１
〔漆喰土壁試験体の作製〕
　まず、本発明の一態様の補修壁を作製するための、下地材１２と、下地材１２にコテで
仕上げられた中塗り材１４と、中塗り材１４にコテで仕上げられた表面材１６とを備え、
表面材１６として漆喰を用いた漆喰土壁試験体を作製した。
　以下の材料にて、木舞下地を形成し、一般的な工法で作製したグレードＡ試験体と、劣
化状態を想定した前記グレードＡ試験体よりも低い強度を想定したグレードＢ試験体の漆
喰土壁試験体を作製した。
【００５３】
（グレードＡ試験体）
　まず、下地となる木舞下地を作製する。木舞下地は、躯体として杉材を用い、木舞下地
は、さらし竹（直径２５ｃｍ～３０ｃｍ）としめ縄を用いて作製した。
　グレードＡ試験体は、木舞下地に対し、(i)下塗り荒壁作製、(ii)下げ縄作製、(iii)縦
縄作製、(iv)横縄作製、(v)大むら直し塗布、(vi)小むら直し塗布、(vii)中塗り塗布、(v
ii)上塗り漆喰コテ仕上げ、の８工程を順に施工をした。
　これらのうち木舞下地が本発明における下地材１２であり、下塗り荒壁、大むら直し、
小むら直し、及び中塗りが、本発明における中塗り材１４に相当し、上塗り漆喰が本発明
における表面材１６に相当する。
【００５４】
　グレードＡ試験体では、(i)工程、(v)工程、(vi)工程、及び(vii)工程の後、その後の
工程における材料のコテ塗りをする前に、「ひがき」と称される表面積を増やし乾燥を早
める工程をそれぞれ行なった。
　コテ仕上げ中塗り材の作製に使用した土は、荒壁土：（荒木田土：藁：水）＝４０５：
１１．５：５０（ｋｇ）、大むら直し土：（荒木田土：砂：ひだしすさ：水）＝（５３．
８：４４．９：１．４：１７．２）（ｋｇ）、小むら直し土（荒木田土：砂：ひだしすさ
：ふるった藁：水）＝（２６．９：２３．０：１．９：１．６：８．６）（ｋｇ）であり
、表面材の作製には、漆喰＝３．３２（ｋｇ）を用いた。
【００５５】
　グレードＡ試験体の作製には、上記土を用いた以下の配合の材料を用いた。
－グレードＡ試験体の材料（単位ｋｇ）－
下塗：荒壁土＝８０．６
下げ縄　：（荒壁土：砂：水）＝（２４．４：１８．４：少量）２
縦縄：（荒壁土：砂：水）＝（３２．５：９．２：少量）



(13) JP 2016-160634 A 2016.9.5

10

20

30

40

50

横縄：（荒壁土：砂：水）＝（５２．２：９．３：少量）
大むら直し：（大むら直し土：砂：水：スサ）＝（３１．４：９．６：少量：１．４）
小むら直し：（小むら直し土：砂：ふるった藁）＝（２４．８：２．７：０．０１）
中塗り：（小むら直し土：砂：水：スサ）＝（２４．８：２．７：２．３：３．２）
表面材：漆喰＝３．３
【００５６】
（グレードＢ試験体）
　グレードＢ試験体は、グレードＡ試験体と同じ木舞下地を用い、グレードＡ試験体の作
製工程において、(i)工程、(v)工程、(vi)工程、及び(vii)工程の後に行なわれる「ひが
き」と称される表面積を増やし乾燥を早める工程を省いた。また、各工程でコテ仕上げす
る材料を以下に記載の左官材料に変更した。
－グレードＢ試験体の材料（単位ｋｇ）－
下塗：荒壁土＝８０．６
下げ縄：荒壁土＝２８．２
縦縄：荒壁土＝３１．８
横縄：荒壁土＝５２．０
大むら直し：大むら直し土＝４３．６
小むら直し：小むら直し土＝１９．６
中塗り：小むら直し土＝３１．４
表面材　漆喰＝３．３
　即ち、グレードＢ試験体では、グレードＡ試験体の作製時に用いた補強に有効なワラや
スサを混合した材料を用いず、土のみを材料としてコテ仕上げを行ない、壁体に相当する
試験体を作製した。
【００５７】
〔補修壁の作製〕
（注入孔の穿孔）
　得られた試験体に電動ドリルで注入孔１８を穿孔した。
（表層補修壁試験）
　表層補修効果の検討では、注入孔１８は、深さを小むら直し土による中塗に達する深さ
でまでの注入孔（ａ）：直径４ｍｍ、深さ５０ｍｍを穿孔した。
　注入孔１８は、試験体表面に対して垂直の注入孔（θ＝０°、以下注入孔（ａ－０）と
称する）、試験体の表面材１６から試験体の中に向かって下り勾配の注入孔（θ＝３０°
、以下、注入孔（ａ－３０）と称する）、及び下り勾配の注入孔（θ＝４５°、以下注入
孔（ａ－４５）と称する）をそれぞれ異なる試験体に穿孔した。
【００５８】
（深部補修壁試験）
　深部補修壁試験では、荒壁土による下塗に達する深さである注入孔（ｂ）：直径１０ｍ
ｍ、深さ１００ｍｍのものを穿孔した。
　注入孔１８は、試験体表面に対して垂直の注入孔（θ＝０°、以下注入孔（ｂ－０）と
称する）、試験体の表面材１６から試験体の中に向かって下り勾配の注入孔（θ＝３０°
、以下、注入孔（ｂ－３０）と称する）、及び下り勾配の注入孔（θ＝４５°、以下注入
孔（ｂ－４５）と称する）をそれぞれ異なる試験体に穿孔した。
【００５９】
（アクリル樹脂組成物の注入及びアクリル樹脂硬化体の作製）
　穿孔した注入孔１８に対し、アクリル樹脂組成物〔（株）樹製、浸透性アクリル樹脂、
浸透ジャスト（商品名）〕を、注射器を使用して注入した。
　注入孔（ａ－０）、注入孔（ａ－３０）、及び注入孔（ａ－４５）に対しては、１回の
注入で注入孔１８がアクリル樹脂組成物で満たされたため、そのまま１日間室温にて放置
し、注入孔１８及び試験体に浸透したアクリル樹脂組成物を硬化させてアクリル樹脂硬化
体を形成させ、補修壁１０を得た。
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　注入孔（ｂ－０）、注入孔（ｂ－３０）、及び注入孔（ｂ－４５）に対しては、１回注
入し、放置したところ、注入孔１８内壁面から中塗り材の空隙へアクリル樹脂組成物が浸
透したため、注入及び放置の操作を３回行なった。３回目の注入で注入孔１８がアクリル
樹脂組成物で満たされたため、そのまま５日間室温にて放置し、注入孔１８及び試験体に
浸透したアクリル樹脂組成物を硬化させてアクリル樹脂硬化体を形成し、補修壁１０を得
た。
【００６０】
〔補修壁の評価〕
　補修壁の評価として、強度の測定を行なった。
　補修壁の強度は、デジタルフォースゲージ（商品名：Ａ＆Ｄ社製）を用いて測定した。
前記各漆喰土壁試験体に４０ｍｍ×４０ｍｍの鋼製アタッチメントをエポキシ樹脂（コニ
シ社製、クイック５：商品名）で測定箇所に接着し、アタッチメント部分に沿ってせん断
力での抵抗が発生しないよう約３ｍｍの切り込みを入れた。
　その後、専用の器具を装着して、各層間の付着強度を測定した。
　中塗り材１４における(II)中塗りと小村直しとの界面、中塗り材１４における(III)小
むら直し大むら直しとの界面、及び(IV)荒壁と大むら直しとの界面の付着強度のそれぞれ
を測定した。さらに、(Ｖ）荒壁の強度を測定した。
　測定箇所は漆喰土壁試験体の左下部である。測定はそれぞれの試験体について４箇所行
なった。
　表層補修壁試験として、(II)中塗りと小村直しとの界面近傍、中塗り材１４における(I
II)小むら直し大むら直しとの界面、及び(IV)荒壁と大むら直しとの界面の付着強度にお
ける４箇所の測定結果の平均値を表層補強の評価とした。
　(Ｖ）荒壁の強度としては、４箇所の測定結果の平均値を深部補強の評価とした。
　対照例としてアクリル樹脂組成物を注入しない試験体についても同様の測定を行なった
。対照例では、さらに(Ｉ)表面材である漆喰と中塗りとの界面の付着強度を測定した。
【００６１】
　結果を図７に示す。図７は、対照例の土壁の付着強度、及びアクリル樹脂硬化体を有す
る本実施例の補修壁の付着強度を示すグラフである。参考に、建造物における磁器タイル
付着強度基準を図７に波線で示した。
　本発明の補修壁は付着されたタイルと異なり一体化された壁体である。このため、波線
で示した付着強度基準の近傍の強度を達成していれば、壁体として十分な強度を示すと評
価できる。
　図７に明らかなように、対照例に比較して、本発明の補修壁はいずれも、大幅な付着強
度の向上が確認された。
【００６２】
　表層補修では、注入孔１８の形成角度（θ）による付着強度の差は明確ではなく、いず
れも、対照例よりも付着強度が向上し、実用上十分な付着強度を示すことが分かる。
　深部補修は、注入孔１８の形成角度（θ）による付着強度の差が顕著に表れた。深部補
修においては、補修壁内部の詳細な検討によれば、アクリル樹脂硬化体が、荒壁の横縄、
縦縄まで到達して形成されていた。
　荒壁は中塗りに比べ構成される土粒子が大きく空隙が多い、そのためアクリル樹脂組成
物が土粒子の空隙に表層近傍よりも多量に充填され、その結果、広い領域に亘り高強度の
アクリル樹脂硬化体が形成され、このアクリル樹脂硬化体により強度が飛躍的に向上した
ものと考えられる。
　また、注入孔１８の形成深さが深部に至ることで、荒壁よりも表面に近い大むら直し、
小むら直し、中塗りの各層にもアクリル樹脂組成物がある程度浸透しているため、全体の
強度がより向上したものと考えられる。
　このとき、注入孔１８の角度が下り勾配であることで、アクリル樹脂組成物が注入孔１
８の深部まで速やかに到達し、さらに、注入孔１８内壁から土粒子に速やかに浸透するた
め、より多くのアクリル樹脂組成物を注入孔１８から供給することができ、アクリル樹脂
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硬化体の形成面積が、下り勾配を有さないθ＝０の注入孔１８よりも大きくなり、より効
果的な補強が可能となったものと考えられる。
【００６３】
　劣化を想定して作製した、当初の強度が低いグレードＢ試験体においても、実用上十分
な強度が発現されたことから、本発明の補修方法は、劣化したコテ仕上げの壁体、天井等
の補強に有効であることが分かる。
　また、正規の工程を得て作製されたグレードＡ試験体においても、著しい強度向上が見
られた。これは、土と共に、ワラ、スサ等を混入することで、空隙ができ、当初の強度は
低下するが、アクリル樹脂組成物を浸透させるための空隙が多く存在することから、有効
な強度向上効果が得られたと考えられる。
　グレードＡ試験体の結果より、新規なコテ仕上げの壁体、天井材に対し、本発明の補修
方法を当初より実施することで、外観は伝統的な漆喰仕上げの壁体、天井材であっても、
経時による面剥離、崩落、亀裂の発生等のリスクを著しく低減させることができるものと
考えられる。
【符号の説明】
【００６４】
　１０　補修壁
　１２　下地材
　１４　表面材
　１６　中塗り材
　１８、３８　注入孔
　２０　アクリル樹脂硬化体
　３０　補修天井

【図１】 【図２】
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【図３－１】 【図３－２】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】
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